
○新城市新庁舎建設における現計画の見直しを問う住民投票条例 

平成２７年３月３１日 

条例第２９号 

 （目的） 

第１条 この条例は、本市の新庁舎建設における現計画を見直すに当たり、住民の意

思を確認することを目的とする。 

 （住民投票の内容） 

第２条 住民による投票（以下「住民投票」という。）の内容は、新庁舎建設におけ

る現計画の見直しについて、市道東新町桜淵線の路線の変更を伴わない現計画の見

直し又は市道東新町桜淵線の路線の変更を伴う現計画の見直しのいずれかを問うも

のとする。 

２ 住民投票は、住民の自由な意思が反映されるものでなければならない。 

 （住民投票の執行） 

第３条 住民投票は、市長が執行するものとする。 

２ 市長は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条の２の規定に基づき、

協議により、その権限に属する住民投票の管理及び執行に関する事務を新城市選挙

管理委員会（以下「選挙管理委員会」という。）に委任することができる。 

 （住民投票の期日） 

第４条 住民投票の期日（以下「投票日」という。）は、この条例の施行の日から起

算して７０日を経過する日までの間において市長が定める日とする。 

２ 市長は、前項の規定により投票日を定めた場合において、前条第２項の規定によ

り選挙管理委員会に事務を委任したときは、速やかに選挙管理委員会に通知しなけ

ればならない。 

３ 市長は、第１項の規定により投票日を定めたときは、当該投票日の７日前までに

これを告示しなければならない。 

 （投票資格者） 

第５条 住民投票における投票の資格を有する者（以下「投票資格者」という。）は、

次の各号のいずれにも該当する者とする。 

 ⑴ 投票日において年齢満１８歳以上の日本国籍を有する者 

 ⑵ 前条第３項の規定による告示の日（以下「告示日」という。）の前日において、
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その者に係る本市の住民票が作成された日（他の市町村（特別区を含む。）から

本市に住所を移した者で住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号）第２２条の

規定により届出をしたものについては、当該届出をした日）から引き続き３月以

上本市の住民基本台帳に記録されている者（投票日（第８条第２項に規定する期

日前投票にあっては、当該期日前投票を行う日。次項において同じ。）において

本市に住所を有していない者を除く。) 

２ 前項の規定にかかわらず、投票日において公職選挙法（昭和２５年法律第１００

号）第１１条第１項若しくは第２５２条又は政治資金規正法（昭和２３年法律第 

１９４号）第２８条の規定（以下「選挙法規定」という。）により選挙権を有しな

いとされる者（前項第１号の規定に該当する年齢満１８歳以上２０歳未満の者を公

職選挙法第９条に規定する選挙権を有する者とみなして選挙法規定を適用した場合

に選挙権を有しないこととなる者を含む。）は、住民投票における投票の資格を有

しない。 

 （投票資格者名簿の調製） 

第６条 市長は、投票資格者の名簿（以下「投票資格者名簿」という。）を調製しな

ければならない。 

 （投票の方式） 

第７条 住民投票は、一人一票の投票とし、秘密投票とする。 

２ 住民投票をしようとする投票資格者（以下「投票人」という。）は、投票用紙に

記載された第２条に規定する住民投票の内容のうちいずれか賛成する内容の所定の

欄に自ら○の記号を自書し、これを投票箱に入れなければならない。 

３ 前項の規定にかかわらず、身体の故障その他の事由により、自ら投票用紙に○の

記号を自書することができない投票人は、規則で定めるところにより、代理投票を

することができる。 

４ 第２項の規定にかかわらず、投票人は、規則で定めるところにより、点字投票を

することができる。 

 （投票所においての投票） 

第８条 投票人は、投票日の当日、自ら投票所に行き、投票資格者名簿又はその抄本

の対照を経て、投票しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、投票人は、規則で定めるところにより、期日前投票又



は不在者投票を行うことができる。 

 （投票用紙の様式） 

第９条 第７条第２項に規定する投票用紙は、別記様式のとおりとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、第７条第４項の規定による点字投票の投票用紙の様式

は、規則で定める。 

 （無効投票） 

第１０条 次の各号のいずれかに該当する投票は、無効とする。 

 ⑴ 所定の投票用紙を用いないもの 

 ⑵ ○の記号以外の事項を記載したもの 

 ⑶ ○の記号のほか、他事を記載したもの 

 ⑷ ○の記号を投票用紙の欄のいずれにも記載したもの 

 ⑸ ○の記号を投票用紙のいずれの欄に記載したか判別し難いもの 

 ⑹ 白紙投票 

 （情報の提供） 

第１１条 市長は、住民投票の適正な執行を確保するため、庁舎建設に関して、投票

資格者が意思を明確にするために必要な情報を、公平かつ公正に提供するよう努め

るものとする。 

 （市民まちづくり集会） 

第１２条 市議会又は市長は、投票日の１０日前までに、新城市自治基本条例（平成

２４年新城市条例第３１号）第１５条に規定する市民まちづくり集会を開催しなけ

ればならない。 

 （投票の促進） 

第１３条 市議会及び市長は、投票資格者の半数以上の投票を目指し、広報その他の

手段により、投票資格者の投票を促すよう努めるものとする。 

 （投票運動） 

第１４条 住民投票に関する投票運動は、自由とする。ただし、次に掲げる行為をし

てはならない。 

 ⑴ 買収、脅迫その他不正の手段により投票資格者の自由な意思を拘束し、又は干

渉する行為 

 ⑵ 市民の平穏な生活環境を侵害する行為 



 ⑶ 公職選挙法、公職選挙法施行令（昭和２５年政令第８９号）及び公職選挙法施

行規則（昭和２５年総理府令第１３号）（以下「選挙関係法令」という。）の規

制に反する行為 

２ 前項の投票運動の期間は、投票日の前日までとする。 

 （投票及び開票） 

第１５条 前条までに定めるもののほか、住民投票の投票及び開票に関し必要な事項

については、規則で定めるところによるもののほか、選挙関係法令の規定により行

われる本市の議会の議員又は長の選挙の例による。 

 （投票結果の告示等） 

第１６条 市長は、住民投票の結果が確定したときは、速やかにこれを告示するとと

もに、市議会議長にその内容を通知しなければならない。 

 （投票結果の尊重） 

第１７条 市議会及び市長は、住民投票の結果を尊重しなければならない。 

 （委任） 

第１８条 この条例に定めるもののほか、住民投票に関し必要な事項は、規則で定め

る。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （失効） 

２ この条例は、投票日の翌日から起算して９０日を経過した日にその効力を失う。 
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備考 １ 投票用紙の色は、白色とし、文字の印刷の色は、黒色とする。 

   ２ 投票用紙の規格は、縦１２８ミリメートル、横８０ミリメートルとする。 

   ３ 新城市選挙管理委員会の印は、刷込式とする。 
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